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「ボランティア」から 「ボランティア」へ
第 12回

子どもから大人までの幅広い世代が、地域における様々な生活・福祉課題に関心

を持ち、全ての人が「地域で共に生きる力」を育んでいける環境を整えるため、

ふくし教育を基盤とした「人づくり」「つながりづくり」

「地域づくり」を、対話的な学びをとおして実践しています。

今年度は、福祉についての講話や、車いす体験、アイマスク体験、

車いすや盲導犬ユーザーさんのお話、施設利用者さんとの交流、

パラスポーツ体験などを実施しました。

これから自分の身のまわりで、
車いすを使っている人たち、そして身体が不自由な人が
いたら、自分から積極的にそういう人たちに
寄りそえるような人になりたいと思いました。

福祉にはふだんのくらしのしあわせという
意味があることを知ることができました。
赤い羽根共同募金も福祉の一つということが分かりました。

生徒さんの声

私は主に、昔話などの語りと わらべうたを届ける

活動をしています。

出雲かんべの里民話館やサロンなごやか会で

素敵なひと時を過ごすことができ､ご縁に感謝。

その他、図書館での絵本の読み聞かせ・

手遊びにも関わらせていただいています。

童謡・唱歌も依頼があれば歌います。

お子さまから大人の方まで、一緒に楽しみましょう！

たくさんの方との出会いを楽しみにしています。

今回の余芸大会には市内15の企業や団体が出演し、演奏、歌、ダンスなど多彩な

パフォーマンスで会場を盛り上げてくださいました！さらに、松江市ボランティア

センターに登録されている団体の皆さまにもご出演いただき、その魅力的なステージが

大会を一層華やかに彩りました🌟 約1,200名の皆さまにお越しいただき、大いに賑わ

い、大成功となりました。

「 余芸大会の収益金は、松江市の赤い羽根共同募金委員会に贈られ、

高齢者や障がい者、子どもの支援を含む地域のさまざまな福祉活動に活用されます 」

ふくし教育事業報告

ゆりのおはなしわらべうた

清音会石橋社中さん漫才コンビよしこじゅんじさん

「第76回歳末たすけあい松江市民余芸大会」が開催されました
令和6年12月14日（土）

山陰では珍しい男女の漫才コンビです

知的でするどいツッコミ役よしこと

ピントのはずれたボケ役じゅんじの、

昭和感ただよう夫婦漫才！

琴、三弦の教室です。

基本的な曲から大曲まで、そして、

ポップから古典まで幅広く研鑽を

積んでいます。ボランティア活動

として施設などでも楽しんでいた

だいています。
◎上記の団体さんは、本センターへボランティア登録をされています。
出演を希望される方は、本センターへご相談ください。

なお、松江市社協ホームページから申し込み用紙

「出演依頼書」を取得していただけます。

生徒さんの声

むかしより親から子へ・大人から子どもへ口伝えに伝わったおはなし
地域の文化や方言を織り交ぜたおはなしなど、
そのお話しの世界を楽しんでみられませんか!!

地域の皆さまには、日頃より本センター事業の推進につきまして、ご理解とご協力

をたまわり、感謝申し上げます。

さて、本センターでは、標記委員会を設置し、ボランティア活動の実践者をはじめ、

学識経験者、行政機関、学校など多様な立場の皆様からご意見をいただきながら、

松江市におけるボランティア活動の一層の充実と発展に取り組んでおります。

引き続き、変わらぬお力添えをたまわりますようお願い申し上げます。

松江市ボランティアセンター運営委員会について

大会を盛り上げてくださった

出演者の皆さま、

ご来場いただいた皆さま、

そして運営にご協力いただいた

すべての方々に心より

感謝申し上げます！

No 所   属 氏  名 委嘱区分

1 学校法人みどり学園大阪健康福祉短期大学 余村　　望 学識経験者

2 松江市ボランティア連絡協議会 今岡　克己 ボランティア関係者

3 松江市地区社協会長会 須山佐智美 社会福祉関係者

4 松江市公民館長会 米山　　隆 教育機関関係者

5 松江市高齢者クラブ連合会 松延　由子 社会福祉関係者

6 企業ボランティア松江ネットワーク会議専門委員会 原　　賢 企業関係者

7 社会福祉法人みずうみ 岩本　雅之 社会福祉施設関係者

8 日本赤十字社島根県支部 福田　直人 社会福祉関係者

9 まつえ市民活動支援協議会 坂本　和子 地域型市民活動関係者

10 松江市健康福祉部 岸本　和之 行政機関関係者

11 松江市市民部市民生活相談課 小西　　真 行政機関関係者

12 松江市社会福祉協議会 諏訪　方宣 社会福祉関係者

13 松江市教育委員会学校教育課 後藤　幸広 教育機関関係者

14 松江市立皆美が丘女子高等学校 多々納雄二 教育機関関係者

15 島根県立大学・短期大学部 宮下　裕一 教育機関関係者
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松江市千鳥町70番地 松江市総合福祉センター2階

✉：volunteer@shakyou-matsue.jp
ＨP http：//www.shakyou-matsue.jp 

受講者募集

派遣希望の方は本センターへご相談いだだくか

申込締切

2/21(金）

【 ボランティアの事・保険の事・ご不明な点・ご要望など下記までお問合せください 】

くらし安心サポート（くらサポ）とは、

自分の町を地域で支え合うステキな町にするためのボランティア活動の総称。

自分のやりたいことを見つける機会にしていただくために

平成29年より開催しています。

ボランティア活動の豆知識、コミュニケーションのコツ

暮らしを支えるサービス等を紹介させていただきました。

令和6年10月4日（金）

「受講してよかった」

「元気なうちになにかの形でボランティア活動をしたい」
参加者の感想

介護の入門的研修は,介護人材のすそ野を広げ、

福祉・介護サービス事業や地域活動を支える人材を

育成することを目的に、日常生活に役立つ知識や、

介護職として必要な基本的介護の知識及び技術の

実践的手法等を学びました。
コミュニケーション実習や調理実習など参加者同士でワイワイと
盛り上がりながら 楽しく学ぶことができ、今後の仕事や
ボランティア活動につながっていけたらと思っています。

令和6年10月29日（火）～11月1日（金）

障がい者週間、初日の早朝、ＪＲ松江市駅にて「あいサポート運動」

「ヘルプマーク」「ヘルプカード」などの街頭啓発活動を実施しました。

通勤通学途中の多くの方に声を掛け、チラシを手渡しました。

この活動を通じて、障がいについて知って頂く良い機会となりました。

令和6年12月3日（火）

■「あいサポート運動」とは、誰も（障がいのある人もない人も）が、暮らしやすい地域社会をつくる運動です。

街頭啓発活動

研修を終えて！

■「ヘルプカード」とは、障がいのある方が、困ったときに手助けをしてほしいことを伝えるためのカードです。

■「ヘルプマーク」とは、手助けが必要な方が身に付けているマークです。外見からは分からなくても援助が
必要な方がいます。

皆さまのご理解とご協力に感謝いたします。

くらし安心サポートセミナー（くらサポ）開催しました！

介護の入門的研修・松江市総合事業訪問型サービスA従事者養成研修
開催しました！

「あいサポート運動」「ヘルプマーク 」「ヘルプカード 」

松江市まめなかポイント事業は、この事業に登録された６５歳以上の市民が、
受入れ登録施設等でボランティア活動を行うと、活動に応じてポイントが
得られ、そのポイントを現金へ交換ができるというものです。
この事業により、高齢者の介護予防の促進と活躍の場の拡大を目指します。

話し相手・傾聴、運動や体操の指導、趣味活動・講座、
レクリエーション、食事の配膳など

【お問い合わせ先】

松江市ボランティアセンター

☎ ：（0852）-27-8388

令和６年度 第２回

日程：令和７年３月４日（火）～３月６日（木）3日間

目的：身体介護を含まない掃除・洗濯・食事の準備・調理等の在宅サービス
に従事する者が必要な知識、技能を習得することを目的に実施します。
この研修を修了することで、松江市総合事業訪問型
サービスAに従事することが可能となります。

松江市ボランティア

センター公式 LINE

「ぜひご登録下さい」

最新募集情報・
案内など
いち早く

お届けします！FAX：（0852）-24-1020

検索はこちら 松江市社協

松江市総合事業訪問型サービスA従事者養成研修

松江市まめなかポイント事業

松江市社協ホームページから
申し込み用紙「出演依頼書」を
取得し申し込みください。

依
頼
書
は

こ
ち
ら
か
ら

◎おもしろーい噺やこわーい噺を
どうぞいっしょに楽しみましょう。

こ ど も 落 語

くわしくは
松江市社協
ホームページから

くわしくは
松江市社協
ホームページから

新規の登録団体紹介

←ご確認はこちら

←ご確認はこちら

活動内容（例）

松江算数活塾落語教室
宮森 健次

当教室には、現在4歳から小学校6年生まで16名の
子どもたちが落語を学びに来ています。
呼ばれればどこへでも出かけます。
これまで、デイサービスや老人ホームなどの施設、
公民館、お寺、図書館などで年間30回を越える
出張落語会を行っています。
稽古も常時公開しています。 古典落語に加え、
小泉八雲の怪談や出雲弁落語など多彩な内容で
子どもたちがいきいきと語ります。

登録者募集

令和7年度 ボランティア保険に関するお知らせ

◎ ボランティア活動保険
◎ ボランティア行事用保険
◎ 福祉サービス総合補償
◎ 送迎サービス補償

■保険料
■保険金額
■補償内容 ともに改定はありません。

新年度の申し込み用紙の配布・受付開始のご案内は、下記の「松江市ボランティアセンター公式ライン」
「松江市社協のホームページ」などでもご案内致します。

くわしくは
松江市社協
ホームページから

←ご確認はこちら

左の記事は
第1回研修の
様子です！

ぜひ! ご登録されて
お役立てください！


